
















研究目的 

昨年度は全国の主要新生児施設 116 ヶ所から得られたアンケートを基に,血清ビリルビン

の測定法,光療法開始基準及び交換輸血適応基準,核黄疸症例及び bronze baby syndrome

の経験等について分析した成績を報告した。今年度も引き続き全国の主要施設へ血清ビリ

ルビン濃度の各種測定法による値の差異,核黄疸及び bronze ba-by syndrome の症例毎の詳

細な調査を依頼し,その分析を行なうと共に新生児高ビリルビン血症の治療基準作成の可

能性を検討した。 


